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第１７７回  エフエム栃木放送番組審議会   議事録 

 

 

１  開催年月日    平成２４年４月５日（木）  １１：００～１１：３０ 

 

２  開催場所   宇都宮グランドホテル  

 

３  委員の出席    委員総数 ７人 

出席委員数  6 人 

 

（１）出席委員の氏名   早川 冨美子（委員長）  

  片山 貴之 （副委員長） 

古磯 勝子 

片岡 真理 

森内 律子 

島田 恭子 

 

（２）欠席委員の氏名   青木 敬信 

 

  

（３）放送事業者側出席者 神野 俊彦（代表取締役社長） 

佐藤 望 （放送部長） 

古寺 雄史（放送部主任） 

 

４ 議題 （１）番組の試聴及び意見交換  

（２）その他  

（３）次回開催日程について  

 

５ 議事の概要 

 

（１）番組の試聴及び意見交換  

３月２日、９日、３０日に放送した「Ｂ☆ＢＯＸ  Friday HYPER！ キリンビール presents

絆～とちぎ」について、試聴と意見交換を行った。 

 

 

事業者 ２０１１年３月に発生し、栃木県にも、建物の倒壊や放射能の影響による風評被害など、

深い爪痕を残した東日本大震災。あれから１年が過ぎた今。我々は改めて、人と人との絆

を感じて、復興へと進んでいます。  

    この番組は、震災をきっかけに、絆について改めて考え、行動を起こしてきた人たちを  

   取材したドキュメンタリーで、毎週金曜日に放送するワイド番組「Ｂ☆ＢＯＸ  Friday 

HYPER！」の中で、３月のみ、５回にわたって放送しました。  

    

 

 

 



2 

 

 

【  番  組  の  試  聴  】 

 

委員：とても心に迫ってくる内容だった。  

   試聴したそれぞれの回とも、落ち着いて話をしていて、内容が聞きやすかった。  

 

委員：震災から１年が経ったが、原発の様々な問題など、ネガティブな想いが未だたくさんある

中、人々の絆に焦点を当てた番組内容には、とても好感が持てた。  

 

委員：震災をきっかけに、ボランティア活動に参加するようになり、結果、引きこもりの生活か

ら脱した男性のエピソードが、印象的だった。  

 

委員：強い揺れの中でも震災の事実を記録しようと写真を撮り続けた那須町の広報の方のエピソ

ードでは、指示を待つことなく信念で動いた姿に感銘を受けた。  

   10 分という限られた時間の番組の中でも、その想いが、ひしひしと伝わってきた。  

 

 

委員：取材の方法と、取材先の選定は、どのように行ったのか？  

 

事業者：内容のバランスを考慮しながら、２０名程度の中から選んだ。取材は、ディレクターが

現地に出向き、震災を通して、感じたことを中心にインタビューする形で行った。  

 

 

委員：取材先で、話をうまく引き出したディレクターの力を感じた。  

   また、佐藤アナウンサーのナレーションがとても効果的で、番組全体の印象をさらによく

することが出来たのではないか。  

 

委員：３回それぞれの方が、その想いを、自分自身の声で伝えたことがすばらしい。  

  震災直後ではなく、１年という時間が経ったからこそ、語ることが出来た内容で、  

  また、その話には、どこか希望がもてる内容だった。 

 

委員：それぞれのエピソードから、人と人との絆を感じ取ることが出来た。  

   何を伝えたいのか、作り手の想いも感じられ、番組は、それらがとてもうまくかみ合って

いた。 

   映像がないラジオだからこそ、一人一人の様々な想いが込められた声だけを、じっと聞き、

その想いをより感じることが出来たのではないだろうか。  

 

 

事業者：インタビューの裏にＢＧＭを流したことについては？  

 

委員：ＢＧＭがあることで、必要以上に固くならずに聴くことが出来た。  

   また、２日、９日の放送ではそのＢＧＭの選曲もよく、場面展開に沿って、 

  曲を切り替えたりして、番組全体として、とても聞きやすく、効果的だった。  

   ただ、３０日の放送の回は、ＢＧＭの選曲と音量バランスがよくなかった。  
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委員：状況はそれぞれであれ、我々一人一人も震災を実際に体験したわけで、当時の自分自身の

状況に照らし合わせて、聞くことが出来、とても共感できる内容だった。  

   震災から１年が経ち、普通の生活に戻っている人たちも、改めて、このような話を  

  聞くことで、絆が持つ人の心の温かさを再認識することが出来たのではないか。  

   

委員：今回、一人一人がそれぞれ感じた震災からの教訓を決して忘れてはいけないということを、

こうした番組を通して、人々に警鐘を鳴らすのもメディアの役割ではないか。  

   今回は５回の放送で終了してしまったが、今後もこのような番組を放送してほしい。  

 

 

（以上） 

 

 

（２）その他  

なし 

 

 

（３）次回開催日程について  

次回の開催を５月１０日（木）とすることについて、全出席委員の了解を得た。  

 

 

６  答申または改善意見に対してとった措置および年月日  

   なし 

 

７  答申または意見の概要を公表した場合、公表の方法および年月日  

（１）放送  ４月２９日（日）午後７時５５分の「レディオベリーインフォメーション」内  

（２）書面  本社事務所に備え置き  

（３）インターネット  エフエム栃木ホームページ内  

 

８  その他の参考事項  

なし 


